
お知らせお知らせ

　町内で野菜づくりをされている農産物品評会をつぎのとおり行
います。農業を営まれている方、家庭菜園で野菜をつくっている
方も、この機会にぜひ出品してください。
　あわせて展示及び即売会を行いますので、各会場へ多数ご来場ください。（各会場同時開催）

【出品受付】
と　き　12月２日（土）９時～12時
ところ　坂小学校体育館
　　　　小屋浦ふれあいセンター

【展示・表彰・即売会】
と　き　12月３日（日）　展示　　９時～12時
 表彰　　10時～
 即売会　12時10分～
ところ　坂小学校体育館・小屋浦ふれあいセンター

出品規格
品名 数量 品名 数量 品名 数量
米

２合

わけぎ 10株 サツマイモ ５個
大豆 ネギ サトイモ 10個または１株
小豆 その他葉菜 ※相当量 ジャガイモ（男爵） ５個その他穀類 大根

３本
ジャガイモ（メークイン）

白菜

３株

聖護院 その他芋類 ※相当量
広島菜 大カブ 柿

４個
みず菜 中小カブ　 ５本 みかん
キャベツ ごぼう ３本 夏みかん
ブロッコリー 人参 はっさく
カリフラワー タマネギ ４個 キウイ
ホウレンソウ

５株
ショウガ １株 ク　リ 10個

春菊 クワイ 10個 その他果実 ※相当量
サラダ菜 その他根菜 ※相当量
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和５年度全国統一防火標語
『火を消して　不安を消して　つなぐ未来』
　この運動は、火災が発生しやすい時
季を迎えるにあたり、火災予防思想の
一層の普及を図ることで火災の発生を
防止し、生命、財産を守ることを目的
としています。

住宅防火　いのちを守る　10のポイント
火災を発生させない（出火防止）
・寝たばこは絶対にしない、させない。
・ストーブの周りに燃えやすいものを置かない。
・コンロを使うときは火のそばを離れない。
・コンセントはほこりを清掃し、不必要なプラグは抜く。
・ 火災の発生を防ぐために、ストーブやコンロ等は安全装置
の付いた機器を使用する。

早く知る・気づく（早期覚知対策）
・ 火災の早期発見のために、住宅用火災警報器を定期的に点
検し、10年を目安に交換する。

燃え広がらせない（延焼拡大防止）
・ 火災の拡大を防ぐために、部屋を整理整頓し、寝具、衣類
及びカーテンは、防炎品を使用する。

火災の初期の段階で消化する（初期・早期消化対策）
・ 火災を小さいうちに消すために、消火器等を設置し、使い
方を確認しておく。

危ないと判断したら、素早く避難する（早期避難）
・ お年寄りや身体の不自由な人は、避難経路と避難方法を常
に確保し、備えておく。

隣近所との協力体制を構築する
・ 防火防災訓練への参加、戸別訪問などにより、地域ぐるみ
の防火対策を行う。

重点項目
・住宅防火対策の推進
・乾燥時及び強風時の火災発生防止対策の推進
・放火火災防止対策の推進
・特定防火対象物等における防火安全対策の徹底
・製品火災の発生防止に向けた取組の推進
・ 多数の者が集合する催しに対する火災予防指
導等の徹底

和５年秋季全国火災予防運動
11月９日（木）～11月15日（水）

９月の火災件数　　１件（年間累計　　３件）　　　救急件数 54件（年間累計　546件）

展示会ご来場
先着100名様に
パンジーを
プレゼント！

緊急地震速報訓練放送 　と　き　11月２日（木） 10時ごろ

全国一斉情報伝達試験 　と　き　11月15日（水）11時ごろ

※実際の災害情報とお間違えにならないよう、ご注意ください。
　緊急地震速報を見聞きした際にあわてずに身を守る行動をとるためには、訓練が有効です。
できる限り身体防護や避難行動を伴う実践的な訓練に取り組むようにしてください。
　Ｊアラートとは、弾道ミサイル情報、緊急地震速報、津波警報など、時間的余裕のない事
態に関する情報を携帯電話等に配信される緊急速報メール、市町村防災行政無線により、国
から住民まで瞬時に伝達するシステムです。

全国瞬時警報システム（Ｊアラート）を使用した
訓練放送・情報伝達試験を行います
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